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D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。

政
市

ス
ク

ツ
ピ
ト

岩 出 山 発

1
月
の
主
な
出
来
事

1
日

●

第
53
回
ま
つ
や
ま
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会

4
日

●

仕
事
始
め

●

第
11
回
宝
の
都
（
く
に
）・

　
活
性
化
貢
献
賞
贈
呈
式
並

び
に
新
春
講
演
会

●

大
崎
市
新
年
祝
賀
会

6
日

●

大
崎
市
消
防
団
出
初
式

13
日

●

大
崎
市
成
人
式（
古
川
地

域
・
松
山
地
域
・
三
本
木
地

域
・
鹿
島
台
地
域
・
岩
出
山

地
域
・
田
尻
地
域
）

19
日

●

化
女
沼
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

登
録
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム 

大
崎
市
ラ
ム
サ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

22
日

●

第
3
次
大
崎
市
男
女
共
同

参
画
推
進
基
本
計
画
答
申

25
日

●

東
北
中
学
校
体
育
大
会
第

55
回
東
北
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
開
会
式

2019

▲高校生タウンミーティングを
開催し、ふるさと納税について考
えました

化
女
沼
の
豊
か
さ
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

ラ
ム
サ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

1
月
19
日
、
化
女
沼
の
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
登
録
か
ら
10
周
年
を

記
念
し
て
「
ラ
ム
サ
ー
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
化
女
沼
の
環
境
保

全
や
景
観
美
化
、
環
境
教
育
な
ど

に
は
、
世
代
を
問
わ
ず
多
く
の
人

と
団
体
が
携
わ
り
、
動
植
物
と
人

の
共
存
を
深
化
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
各
団

体
の
活
動
紹
介
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
分
野
や

立
場
を
超
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
化
女
沼
の
今
後
の
展
望
を
考

え
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
日
本
野
鳥
の
会

会
長
の
柳
生
博
さ
ん
と
N
H
K
プ

ひと打ち、ひと打ちに思いを込めて

　1月5日、9代目法
ほ っ け

華三
さぶろう

郎信
のぶふさ

房さんの日本刀鍛錬所（松山地域）で、

新春恒例となっている日本刀「大和伝」の打初式が行われました。

　正月の縁起物として打ち初めを見物する人も多く、毎年、後援会

や地域住民、日本刀のファンらが全国から駆け付けます。今年は、

100人を超える見物客がその様子を見守りました。

　1 年間の作業安全や技術向上を祈願する神事のあと、材料となる

玉
たまはがね

鋼を約1200度まで熱し、刀打ちが披露されました。長男の栄喜さ

んが、勢いよく玉鋼に大槌を振り下ろすと、火花が飛び散ります。迫

力ある鍛錬と瞬く間に飛び散る火花に、見物客から驚きと歓声が沸

いていました。

▲

見
物
客
の
目
と
鼻
の
先
で
火
花
が
飛
び

散
り
ま
す

松 山 発

新年の始まりに心と身体を鍛える
　1月12日、岩出山体育センター・岩出山武道館

で、10,000人寒げいこが行われました。

　柔道、剣道、空手道、なぎなたの4種目で、幼児

から一般、指導者など約90人が一堂に会し、けい

こを通して心身を鍛えました。

　「10,000人寒げいこ」は、県公立武道館協議会に

加盟する武道館の共通事業

として毎年開催されていま

す。

　参加者の皆さんは、日頃の

鍛錬にも増して、気を引き締

めた様子で寒さを吹き飛ば

すように、けいこに励んでい

ました。

三 本 木 発

成人の誓いを胸に
　1月13日、市内の6地域で成人式が行われまし

た（鳴子温泉地域は8月に実施）。

　今年、市内で成人を迎えたのは1,138人。艶やか

な振り袖やスーツ姿で式典に出席し、同窓生との

再会を喜び合いました。会場では、恩師からのビデ

オメッセージや思い出写真の上映など、各地域の

実行委員会が工夫を凝らした演出がありました。

　三本木地域の式典に出席した新成人は「早く結

婚して、幸せな家庭を築くのが夢」「尊敬する人は

両親。立派な大人になりたい」と、夢や目標を話し

てくれました。

　成人を迎えた皆さん、おめでとうございます。

▲成人の誓い（三本木地域）▲

晴れ着での記念撮影は一
生の思い出！（三本木地域）

▲▲

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
分
か

れ
、心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た

　

1
月
6
日
、
市
民
会
館
を
会
場

に
大
崎
市
消
防
団
員
と
大
崎
市
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
員
7
1
0
人
が
参

加
し
「
大
崎
市
消
防
団
出
初
式
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
崎
市
消
防
団
の
菅
原
董と

う
え
つ悦

団

長
は
「
我
々
消
防
団
は
こ
れ
ま
で

幾
多
の
災
害
を
経
験
し
、
多
く
の

課
題
と
教
訓
に
対
し
て
引
き
続
き

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な

お
一
層
消
防
力
の
強
化
に
努
め
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と

い
う
消
防
の
使
命
感
を
持
っ
て
任

務
に
あ
た
っ
て
い
く
」
と
、
消
防
団

活
動
の
重
要
性
を
団
員
と
共
に
確

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
行
わ
れ
た
古

川
支
団
の
出
初
式
で
は
、
放
水
訓

練
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

暖
房
器
具
な
ど
の
使
用
が
多

く
、
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま

す
。
暖
房
器
具
は
正
し
く
使
用
し
、

外
出
や
就
寝
前
は
消
火
を
確
認
す

る
な
ど
、
皆
さ
ん
で
防
火
意
識
を

高
く
持
ち
ま
し
ょ
う
。

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

大
崎
市
消
防
団
出
初
式

▲古川支団による一斉放水が披露され、無火
災を願いました

▲女性消防団員も参加し、防火・防災への決意
を新たにしました

▲「確かな未来は懐かしい風景
の中にある」と話す柳生さん（写
真左）と小野さん（写真右）

▲化女沼の環境美化・保全の第
一人者と移住者、学生によるパ
ネルディスカッション

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
小
野
泰
洋
さ
ん

が
対
談
。
ガ
ン
類
が
舞
う
風
景
や

植
物
の
在
来
種
を
再
生
す
る
活
動

を
評
価
い
た
だ
き
、
動
植
物
の
多

様
性
が
人
々
の
暮
ら
し
に
彩
り
を

生
み
、
美
し
い
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
化
女
沼
が
自
然
を
身

近
に
体
感
で
き
る
場
に
す
る
こ
と
、

豊
か
な
環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

こ
と
、
亜
種
ヒ
シ
ク
イ
な
ど
の「
ね

ぐ
ら
」を
保
全
す
る
こ
と
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た「
化
女
沼
宣
言
」
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
全
員
で
、
化

女
沼
の
自
然
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。


